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　緒言

　ヒ トを含め、生物がその 活動や 反応ある い は生理学的現象に
一

足 の 規則性を示 す こ とは古 くか ら知 られ て い る
。

Gieree は、1842 年、 ヒ トの 体温に も一定の 日周変勤の ある こ とを明 らかに して い るが 、 1959年、　 Ha ユberE4
）
は従来

“

linysiologic　24−h 〔ur 　periOdieity
”

と言 われ て 来 た もの を 、
　 Gircadian 　R 墹 皿 （以 下 cm ．と略 す）と呼ぶ こ とを提唱

して 以来 、 生物 の諸現象が C ．R ．の概念の もとに検討 さ れ る よ うに な つ た 。
　 AS （mofft ）

は ヒ トの 睡眠 体温の C．R ．を証

明 し、 ま た外界か ら完 全 に 隔雌 され た時 に 詔 め られ る リズ ム を自発周期 （ltree−・ltUrming 　periOd ）と呼び、体温 の 自発

周期は 24．2〜 25．0 時間で あると報告 した。 その 後 もこれ を支持す る報告が多 く、
こ の 自発周期 と r2塒 間亅の 誤差を修

正する もの を 、 同調化因子 （町ynchrOnizer ）と呼び これにつ い て も検討が加 え られて い る。 また C．R ．にお ける体温の 変

動 を リズ ム 分析 し、 数式化する試 42’
S’e）

もある が、現在統
一

見解には至 つ て い ない 。 さ らに体温 の 男女差に閑 して は、

若干 の 報ec’q7’9》 もある が、　c ．R ．にかける、男女差を確認するだけの 資料は少ない 。 従来の c．R ．に閨する報告は、 動物

実験に よ る もの 、 ま た人体を扱 つ たもの で も、被検者を安静状態に した もの や、環境因子等の
一

定条件下の もの が多く、

更に一日に測E 回数が極 め て 少な く、そ の 殆 どは 日中の もの で ある 。 体温 の c．R ．は、人間の 生理 に於い て基本的な問題

で あ る に も拘わ らず、 充分 な データの蓄積はな され て い な い
。

　本研 究 の 目的は 、 健常の 男子 及び女子につ い て
、 実生 活に即 した 状態に於け る 体温 の c．R ．を克明に調 ぺ る こ とに あ り、

被 検 者 を日常生活行動の 中に求め、直腸温、手背温 、 環境温の 三 点を、 2分間隔で25時間同時連続検温 した 。

　ま た体温の 実測値を基に、 最小 二 乗法を用い て 、 余弦関数 の 回帰する多変量回帰分析 （OosinOr 法 ）を行 ヘ リズ ム 分

析を試 みた。

　方法

　 1．対象及び測定条件

　 1．対象

　健常男子は聖マ リア ン ナ医科大学病院職員及び学生 18例、20〜50歳 （平均年齢 24．8歳 ）。

　健常女子は聖 マ リア ン ナ 医科大学職員及び学生 14例、20歳〜 27歳（平均年齢 25歳 ）。 14例中黄体期女子 7例 、 21歳〜27

歳 （平均年齢 23．8歳 ）。 卵胞期女子 7例 、 20歳 〜 26歳（平均年齢 22．1歳 ）。

　 2．測定条件

　測定は 5月 〜 7 月及び 10月に施行した 。 測定 中の 環境温 の範囲は、 7．62℃〜 56．94 ℃ で あ つ た。 食事は原則 として
、

朝、 昼 、 夕5 回摂取 と し、 夜間睡眠は必ずとb、 行動範囲に関 して は入浴を禁 じた以外に制限は設けな か つ たが 、 過激

な 運動は避ける よ うに指示 した 。 ま た 、 夜間就寝時 、 両手背は寝具 よ b外に出す こ ととした。 検温器は排便時の み直腸

セ ン サ ーを外す以外 常時装着とした。 更に一
日の行動につ い ては、行動表を各人に持たせ、詳 しく

一
日の 行動を経時

的に紀載させ 参考 とした。

　 ll．測定方法

　被検者は測定時 の季節、 そ れ相応の 不断の着衣に て 、 日常生活行動を行 い なが ら、中核温 （GOre 　telrperEture ）とし

て直腸温を、外殻温 （9he1ユ terrperetu ＝ e ）として 左手背温を、更に環境温 も同時測定 した 。

　測定 開始は原則 として 15時 とし、 そ の後約25時間、 直腸 （肛門か ら約 8．5   口側に向けて サ ーミス ターを挿入 ）、 手

背 （左手背中央部 ）に サーミス ター
を装殖 し、 2 分毎に 1／ 100℃単位で連続記録 した。 環境温 は 温 度測定器 本体 に サ

ーミス ターを取 り付け測定を行 つ た 。

　 E．測定機器

　直腸温 、 左手背温 、 環境温 の 25時間連続同時測定 の 為の 検温 シ ス テ ム は 、 積浜国立大孛機械工学科川島の 開発 に 依る
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サ ーミス タ
ー

を用 い た コ ン パ ク トサーモ メ
ー

タ
ー“

ヱM−1
”
を使用 した 。

　研究結果

　 1．直腸温 と手背温 の Oircadian 　Rhythm

　 a ）男子の 直腸温 と手背温

　eig ．1 の 如 く直腸温 の C．R．は 、 午前 5時44f）Tva最低温 度 （56．41士 0．SS℃ ）を記録 L その 肇午前 7時から午前10時

にかけて 上昇 L 午後 5時40分で 最高温度 （5ア．68± 0．24℃ ）に達 し、その 後徐 々 に下降を示 」 約24時間で最低温度

に戻 つ た。 末梢温 で ある手背温は 、 午前 5時 ts分に最高温度 （54．54 ± 0．98℃ ）を示 した 。 そ の 後徐 々 に下降 し、午後

5 時22分 で最高温度 （50．D9 ± 4．50℃ ）を示 し、そ の 後徐 々 に上昇 した。

　 b）女 子 の 直腸 温 と手 背温

　Fig ，2 の 如 く直腸温 の C．R ．は、午前 4 時SS分 の 最低 温 度 （56．65 ± O．40℃ ）を示 して か ら、 午前 6時か ら午前 9時に

かけて、急激に上昇を示 し、午後 6時 10分に最高温度 （57．65 土 0．24℃ ）に達 し、そ の 後徐 々 に下降 して 、 約25．5時間

で 前値に復 した 。 手背温 は、 午前 5時58分に最高温度 （54．17 ± t．95℃ ）を記録 し、 そ の後午前 9時迄急激な温度下降

を示 した 。 日中再上昇 した後、 午後 6 時28分 に最低温度 （50．18 ± 6．08℃ ）を示 し、そ の 後徐 々 に上昇 し、明け方の 最

高温度へ 向 つ た 。

　 c ）女子 の 黄体期 ・ 卵胞期 に於ける直腸温 と手背温 の 比較

．健常女子を更に性周期で黄体期と卵胞期に分 けて み る と、eig．5の 如 く直腸温 の C．R ．は、女子黄体期で は、午前4 時

58分に最低温度 （56．82 ± 0．48℃ ）を記録 し、 その 後 10時頃迄急激に上昇 し、 午後 5 時50分 に最高温度 （57．69士 0。29

℃ ）を示 し 、 そ の 後徐 々 に 下 降 し、 約 25時 間 で 前値に 復 した
。 女 子 卵 胞期 で は、午前 4 時40分に最低温度 （56．46 土

ロ．22℃ ）を示 し、午前 6時か ら午前 9時にかけて急激に上昇 し、そ の 後多少の 体温変動 を示 した後、午後 6 時12分に最

高温度 （57．68 土 ロ．35℃ ）を記録 し、 約as時間強で 前値に復した。 次に手背温 の G．R ．では、 直腸温 の低い 時閥帯で は 、

黄体期及び卵胞期 とも高値を示 し、 直腸温 が 急激に上 昇 した午前 7時か ら午前 9時前後 で は急激 な手背温 の 低下を両期

ともに認 め 、 更に直腸温が高値を示す時間帯 で は、逆に低値 を示 した。

　の 男子、女子 の 黄体期 ・ 卵胞期に於ける直腸温 の 比較

　 Table 　1に 示 した如 く男 子 は 、 女子 黄体期 よ b 、 午 前 1時か ら午前 11時 の間及 び午後 9 時に有意 （p 〈 0．05 あ るい は

p く D．01 ）に低値を示 し、女子卵胞期 との 比較 で も午前 1時 、 午後11時 で
、 有意 （p く 0．05 あるい は p＜ O．00t ）に高値

を示 し、 午前 5時か ら午後 り2時迄は 、 特に この 両者間に有意な 差はみ られ な か つ た 。

　2．直腸温の Circ 岨 ian 陬   の リズ ム 分析 （G 。 sinorta ）

　男子 、 女子黄体期 、 女子卵胞期 につ い て 、 夫 々 の一日 の体温変動を睡眠期 と覚醒期に分け 、 最小二 乗法を用い て余弦

関数を回帰する多変量 回帰分析 （OOsin 。r 法〕e’S’e）
をB へ 各 々 の 式を求め た 。 な お男子 、 女子共に入 眠時刻は午後 11時

か ら午前 1 時、覚醒時刻は午前 6時か ら午前 8 時50分に集中 して い た 。 男子 18例 の
一

日の平均体温は 57．07℃、最低体

温 は 56．41℃ で その 時刻は午後 5 時40分で あつ た。 これ らの 値か ら、 余弦関数の リズ ム 補正 平均値 （meBor ）を 57．07

℃ とし、振幅 （a ：rplrtud θ ）を、睡眠期 0．66℃、覚醒期 0．61℃、頂点位相 （acropma8e ）は 、 睡眠期 80°

、覚醒期 26引、ω

は角速度、
t を時間として 、 各 々 の最小二 乗近似値を求め る と、

　 Table 　2の 如く、 男子 の 睡眠期 の 直腸温の 式は、　TCC ）

＝ 57．07 ＋ 0．66c 。 s （ω t − 80°＋ π ）、覚醒期は、　 T ＝57．07 十 〇．61　cos （ωt　− 265f）とい う二 式にわけ られ る 。 同様

に女子黄体期 で は、睡眠期、 エ ； 5ア．51 十 〇．49c 。e （aFt ・− 69．5°十 n ）、 覚醒期 、
　 T ニ 57．31十 〇．58　cos （ω t　一　257．5°

）

の 二 式を得た 。 女子 卵胞期で は 、 睡眠期、
T ＝ 57．04ナ 0．58　cos （ω t − 70°

＋ π ）、覚醒期、　 T ＝57．04十 〇．64　co8

（at − 2ア5°

）の 二 式を得た 。
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　霊 とめ

　1．男子、女子共、直腸温の最低温度出現時刻は午前 4時か ら午前 6時 の間で 、 従来書われ て い る よ bや や遅く出現

し、 最高温度出現時刻は 、 男子 、 女子共に、午後 5 時 か ら午後 7 時 の 聞に集中 した 。

　2．男子の 直腸温は、 女子黄体期 の直腸温 よb。午前 1時か ら午前11時で 有意に低値を示し、 女子黄体期の直腸温は、

女子卵胞期の 直腸温 よb、午前 1時から午前4 時 で 有意に高値を示 した
。

日中 の体温 変動 で は、女子責体期及び男子の

間 で有意な差は認め な か つ た。

　 5． 日常生活にカける体温 の C．R ．は、 男子 、 女子共s　 25時間か ら24時間の 周期 であ つ た 。

　4・ COsinOr 法犀て直腸温の c．R ．の 式 を得た 。

　 1） 男子

　鬮…眠朔 ： T ＝ ： 57．07 十 〇．66coe （ωt − 800十 π ）

　覚醒期 ： T ＝ 　 57．07 十 〇。61cos （Ut − 26ff ）

　 2）女子黄体期

　睡眠期 ； T ＝ 57．51＋ 0．49co6 （ωt − 69．ff十 π ）

　覚醒期 ： T ＝ 57．51→− 0．58　cos 　（ωt − 257。55）

　 5）女子 卵胞期

　睡眠期 ：　T ＝ ＝ 5フ．04→− 0．58　co8 　（　Ut
− 70°

十 π　）

　覚醐 ：　T ＝ 57．04 十 〇．64　cos 　（　ωt − 2750）

　 T ： 直腸温   ）、
ω ：角速度 、

t ： 時間 （分）。

　本文の要旨は聖 マ リア ン ナ 医大誌に現在印刷中 で あ る 。
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